
 

 

中部イノベネット 

産業技術の芽 

愛知工業大学 

 

    近赤外光吸収有機色素・高導電性有機結晶 

有機中性πラジカルの集積体 

技術分野分類  5310：機能物性化学 

技術キーワード   光物性、電子物性、スピン、複合物性、薄膜                      

産 業 分 類  71：学術・開発研究機関                

 

内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

本研究者らは、安定有機中性ラジカルであるトリオキソトリアンギュレンにお

いて、結晶中での一次元積層構造に基づいて吸収極大波長が 1000nm を超え

る近赤外光吸収を示す色素の開発に成功した。また、この化合物が結晶・薄膜

状態で有機物としては極めて高い電気伝導性を示すことを明らかにした。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

１．従来の無機・有機半導体材料では利用できない近赤外光を吸収できる。 

２．構造が明確な有機低分子から構成されるので、光吸収波長や電気伝導性な

どの各物性・性能を分子レベルで精密に制御できる。 

３．真空蒸着や溶液法など、様々な条件でのデバイス作製が可能。 

本技術の 

有用性 

１．有機薄膜太陽電池に組み込むことで、光電変換効率向上の可能性がある。 

２．近赤外光に電流応答を示すセンサー色素としての有用性を持つ。 

３．有機半導体・金属として各種デバイスに導入できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
従来のシリコン系デバイスと組み合わせた高効率薄膜太陽電池。温度感知セン

サー、生体センサー。有機半導体素子。二次電池活物質 
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